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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

■第2回開催に向けた準備のための31年度負担金
■2019〜2020年度の総事業費は2億8,700万円

【主な事業費の内訳】
◦アートプロジェクト…4,850万円
◦食プロジェクト…………700万円
◦サポーター活動費………300万円など

■職員賃金カット　8,000万円、
早期経営健全化に注力

【主な事業費の内訳】
◦信州大学医師派遣委託…2,880万円
◦医療機器購入……………2,500万円
◦電子カルテ更新（1年目）
　……………………1億5,000万円など

【主な事業費の内訳】
◦給食費徴収員賃金…184万円
◦給食材料費…… 1億529万円など

9,550万円
2,573万円 1億2,306万円施設整備事業補助金　

1億7,200万円

2020年　第２回北アルプス国際芸術祭
実行委員会への　負担金 6,120万円

病院事業会計　55億1,940万円

運動公園
テニスコート改修

霊松寺公衆トイレ建設 学校給食公会計化認定こども園大町幼稚園改修

３月定例会で審議した平成31年度の主な事業と予算をお知らせします。

■私立認定こども園の改築・設備整備に対し助成
するもの。31年度は大町幼稚園の改築費補助を行
なう。補助対象経費の2分の１は国から、4分の１
は市からの補助。

■芝敷設を4面、芝張替えを2面
施工予定。

■東山エリアの観光スポットの一つであ
る霊松寺に公衆トイレを建設。団体客の
利便性向上を図る。

■教職員の負担軽減と会計の透明化を図る。
給食費徴収員の賃金などの経費を計上。

企業会計　水道事業/温泉引湯事業/公共下水道事業/農業集落排水事業/病院事業
特別会計　国民健康保険（事業勘定・八坂診療所・美麻診療所）/後期高齢者医療/公営簡易水道

「目」作品　信濃大町実景舎（2017）
経営健全化に向けて全力で取り組む大町病院

改修が予定されている大町幼稚園 芝張替えで使いやすいコートに 現在の霊松寺公衆トイレ 楽しい給食の時間

可決特集 ◉一般会計 164億4,300万円

◉企業・特別会計 121億3,478万円平成31年度 予算
3月定例会

しっかりチェックし　 　 　   次に生かします  　　

対前年比
0.3％減

対前年比
2.3％減



45 市議会だより おおまち 173号 （2019年５月）市議会だより おおまち 173号 （2019年５月）

一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
平
成
31
年
度
予
算
の
特
徴
と
、
ど
の
よ
う

な
具
体
的
施
策
で
ひ
と
を
育
む
か
。

答　
「
ひ
と
を
育
む
」こ
と
を
重
点
に
前
期
基
本

計
画
５
年
間
の
折
り
返
し
と
な
る
重
要
な
年
で
あ

り
、
計
画
の
着
実
な
推
進
、
成
果
に
結
び
付
け
て

い
く
予
算
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
予
算
編
成
し
た
。

ひ
と
を
育
む
施
策
に
つ
い
て
は
学
校
教
育
業
務
改

善
加
速
化
の
1
つ
と
し
て
学
校
給
食
費
を
市
費
と

し
て
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
加
え
、
教
職
員
が
、
児
童
・
生
徒
と
向
き
合

う
時
間
を
確
保
し
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
で
は
妊
娠
出
産
の
切
れ

目
な
い
支
援
と
し
て
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
、

電
子
母
子
手
帳
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
国
の
施

策
に
沿
っ
て
産
婦
健
診
に
取
り
組
む
。
商
工
業
分

問　
共
産
党
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

意
向
調
査
を
行
っ
た
。
暮
ら
し
の
設
問
で
は「
苦

し
い
、
や
や
苦
し
い
」が
88
％
だ
っ
た
。
苦
し
い

原
因
は
年
金
の
減
額
、
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
、

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
、
物
価
の
値
上
が
り
、

な
ど
と
答
え
て
い
る
。
市
長
は
ど
う
捉
え
る
か
。

答　
生
活
が
苦
し
い
、
と
く
に
社
会
保
障
に
関

す
る
負
担
が
大
き
い
と
す
る
切
実
な
声
に
は
心
が

痛
む
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
現
役
世
代
に
負
担
を

強
い
る
こ
と
は
大
変
困
難
な
状
況
で
、
将
来
に
わ

た
る
現
在
の
社
会
保
障
制
度
維
持
は
限
界
が
あ
る
。

問　
来
年
予
定
し
て
い
る
２
回
目
の
芸
術
祭
に

つ
い
て
は
、
反
対
が
56
％
、
や
り
方
の
見
直
し
が

26
％
だ
っ
た
。
税
金
の
無
駄
使
い
、
支
出
不
明
瞭

で
市
の
事
業
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
な
ど
の
理
由

問　
今
回
の
大
町
病
院
経
営
危
機
に
至
る
経
過

で
は
、
病
院
の
設
備
投
資
の
償
還
ピ
ー
ク
が
、
平

成
29
年
度
前
後
に
な
る
こ
と
は
、
事
前
に
わ
か
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
の
経
営
指
標
と
突
き

合
わ
せ
て
経
営
健
全
化
比
率
を
越
え
な
い
か
、
な

ど
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、
危
機
回
避
対
策

を
実
行
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
病
院
特
別
会
計
の
決
算
事
務
は
、
３
月
末

日
で
出
納
閉
鎖
を
し
、
４
月
５
月
は
調
整
期
間
と

な
る
。
今
回
の
経
営
健
全
化
基
準
20
％
を
オ
ー

バ
ー
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
７
月
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
経
営
健
全
化
基
準
の
20
％

を
上
回
っ
た
22
％
の
回
避
は
難
し
か
っ
た
。

問　
予
想
外
に
、
大
量
の
退
職
希
望
者
が
出
た

こ
と
も
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
原
因
と
し
て

病
院
経
営
・

危
機
回
避
策
は

虹
と
緑
の
会
　
大お
お

和わ

　
幸よ
し

久ひ
さ

が
問
う

野
で
は
起
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
補
助
制
度
を
創

設
す
る
と
と
も
に
シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ん
の
就
業

を
促
進
し
て
人
材
不
足
の
解
消
を
図
り
た
い
。
ま

た
、
特
産
品
の
開
発
、
販
売
ル
ー
ト
の
拡
大
や
若

手
農
家
の
支
援
、
6
次
産
業
化
に
対
す
る
助
成
に

も
予
算
配
分
し
た
。

大
町
総
合
病
院
の
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

問　
市
長
直
轄
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
す
べ
き
で
は
。

答　
開
設
者
と
し
て
の
市
長
が
果
た
す
役
割
を

補
助
す
る
組
織
と
し
て
病
院
経
営
支
援
会
議（
仮

称
）の
設
置
を
検
討
す
る
。
こ
れ
は
大
町
総
合
病

院
が
計
画
に
沿
っ
て
改
善
を
進
め
る
取
り
組
み
を
、

積
極
的
に
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

を
あ
げ
て
い
る
。

答　
設
問
設
定
が
疑
問
。
他
人
か
ら
聞
い
た
評

判
や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

常
盤
地
区
の
悪
臭
対
策
は

問　
臭
気
指
数
規
制
条
例
が
施
行
さ
れ
て
４
年

が
経
過
し
た
。
清
水
地
区
や
泉
地
区
の
悪
臭
は
基

準
値
を
超
え
て
い
る
。
改
善
勧
告
、
行
政
指
導
を

な
ぜ
し
な
い
の
か
。

答　
業
者
か
ら
改
善
計
画
書
が
提
出
さ
れ
、
実

施
さ
れ
る
よ
う
厳
し
く
監
視
し
、
指
導
し
て
い
く
。

問　
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
が
守
ら
れ
て
い
る

と
思
う
か
。

答　
市
に
直
接
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
件
数
は
泉

地
区
が
46
件
、
清
水
地
区
が
３
件
あ
る
。
基
準
値

を
超
え
た
際
は
原
因
を
究
明
し
て
対
策
を
立
て
る
。

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
処
を

行
っ
た
の
か
。

答　
予
想
外
の
退
職
希
望
者
が
７
名
程
度
い
る

こ
と
を
知
っ
た
の
は
新
年
度
の
４
月
か
ら
５
月
こ

ろ
で
あ
り
、
１
億
円
弱
の
退
職
金
が
、
新
た
に
必

要
に
な
っ
た
こ
と
も
そ
の
時
知
っ
た
。
結
果
的
に
、

国
や
県
に
報
告
す
る
決
算
統
計
で
資
金
不
足
比
率

が
20
％
を
超
え
て
22
％
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

の
は
７
月
の
初
め
だ
っ
た
。

問　
今
回
の
病
院
経
営
危
機
の
最
大
の
問
題
点

は
、
開
設
者
で
あ
る
市
長
の「
ガ
バ
ナ
ン
ス（
経
営

統
治
能
力
）の
欠
如
に
あ
る
」と
い
う
多
方
面
か
ら

の
指
摘
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

答　
経
営
責
任
は
病
院
事
業
管
理
者
に
あ
る
。

私
も
、
責
任
を
回
避
し
て
い
る
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
努
め
る
。

平
成
31
年
度
予
算

の
特
徴
は
何
か

政
友
ク
ラ
ブ
　
佐さ
　と
う藤

　
浩ひ
ろ

樹き

が
問
う

市
民
生
活
を
優
先

す
る
予
算
を

日
本
共
産
党
　
平ひ
ら
ば
や
し林

　
英え
い

市い
ち

が
問
う

ハードからソフトへの転換を目指す
平成31年度予算書

臭突を高くしても悪臭は広範囲に広がっ
て環境の悪化が進んでいる

牛越市長は病院経営に参画している

病
院
経
営
の
最
高
責
任
者
は

病
院
開
設
者
の
市
長
で
あ
る

平
成
31
年
度
予
算
と

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を

市
政
は
最
優
先
す
べ
き
だ
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

問　
市
民
バ
ス
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
、
検

討
し
た
内
容
と
今
後
の
取
り
組
み
方
は
。

答　
平
成
32
年
度
か
ら
、新
た
な
運
行
形
態（
デ

マ
ン
ド
方
式
❶
）へ
の
移
行
を
目
指
し
て
取
り
組

む
。問　

新
た
な
運
行
形
態
へ
の
移
行
に
向
け
た
課

題
と
し
て
、
①
デ
マ
ン
ド
方
式
を
含
め
た
方
式
に

全
面
的
に
見
直
す
こ
と
を
検
討
す
る
。
②
全
市
的

に
デ
マ
ン
ド
交
通
と
す
る
か
、
地
区
に
よ
っ
て
は

路
線
バ
ス
方
式
な
ど
の
併
用
方
式
と
す
る
か
な
ど
、

地
区
ご
と
に
ふ
さ
わ
し
い
方
式
を
検
討
す
る
。
③

デ
マ
ン
ド
方
式
の
場
合
の
運
行
経
費
等
の
試
算
。

等
々
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
課
題
を
検
討
す
る
期
間

は
ど
の
く
ら
い
必
要
か
。

答　
様
々
な
課
題
を
検
討
す
る
期
間
に
つ
い
て

は
、
２
年
間
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
組
織
再

編
や
担
当
課
を
充
実
強
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
交
通
担
当
課
の
適
正
な
人
員
配
置
に
つ
い

て
特
段
の
配
慮
を
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て

問　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
全
面
的
な
見
直
し

と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を

基
本
と
し
た
、
改
定
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
明
確
な
方
針
を
示
す
こ
と
が
で
き
ず
、

改
定
作
業
が
遅
れ
て
い
る
。

問　
見
直
し
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
議

会
説
明
は
あ
る
の
か
。

答　
６
月
議
会
で
、
進
捗
状
況
を
説
明
す
る
。

問　
大
町
市
の
園
芸
作
物
を
育
て
る
環
境
は
他

の
地
域
よ
り
も
秀
で
て
い
る
。
だ
か
ら
面
白
い
農

業
が
で
き
る
。
こ
の
地
で
新
た
な
農
業
の
形
を
目

指
し
て
い
る
人
達
が
増
え
て
い
る
。
農
業
従
事
者

の
育
成
は
急
務
で
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

答　
市
で
は
25
年
度
よ
り「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
経
営
開
始
型
」の
活
用
に
取
り
組
み
9

名
の
新
規
就
農
者
が
生
ま
れ
実
績
が
上
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
技
術
的
不
安
か
ら
農
業
経
営
ま
で
踏

み
込
め
な
い
就
農
者
に
は
里
親
の
元
で
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ぶ
、
最
長
２
年
間
の
準
備
型
資
金
を
用
意
し

農
業
経
営
開
始
ま
で
後
押
し
を
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
で
新
年
度
か
ら
交
付
対
象
年
齢
を
45
歳
未
満

か
ら
50
歳
未
満
に
引
き
上
げ
を
行
う
。

問　
今
す
で
に
就
労
し
て
い
る
農
業
者
に
は

様
々
な
園
芸
作
物
を
栽
培
し
よ
う
、
園
芸
特
産
品

を
作
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
人
達
が
い
る
。
し
か

し
農
業
等
総
合
振
興
支
援
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

で
は
、
園
芸
振
興
事
業
の
園
芸
品
の
対
象
経
費
が

限
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽

培
へ
の
補
助
金
は
あ
る
が
生
食
用
ブ
ド
ウ
に
は
適

用
し
な
い
な
ど
で
あ
る
。
意
欲
あ
る
農
業
従
事
者

が
様
々
な
工
夫
を
し
て
新
た
な
挑
戦
を
し
よ
う
と

し
て
も
限
ら
れ
た
対
象
園
芸
作
物
し
か
補
助
金
が

出
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
補
助
要
綱
の
対
象
品
目
は
、
市
内
に
お
い

て
産
地
化
が
見
込
め
る
品
目
を
掲
載
し
て
い
る
。

今
後
、
意
欲
あ
る
生
産
者
の
活
動
内
容
や
産
地
化

の
可
能
性
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
要
綱
に
追

加
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応
す
る
。

 

そ
の
他 

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
質
問
。

問　
大
町
市
に
お
け
る
虐
待
に
近
い
事
例
、
あ

る
い
は
ネ
グ
レ
ク
ト
等
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。
通
報
の
義
務
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
は
。

答　
児
童
虐
待
に
係
る
相
談
・
通
報
件
数
は
、

本
年
度
２
件
で
あ
る
。
他
に
経
過
観
察
を
行
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
30
件
で
あ
る
。
関
係
機
関
と
連
携

し
、
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。
周
知
啓
発
は
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
、
毎
年
11
月
に

行
っ
て
い
る
。

問　
学
校
現
場
に
お
け
る「
言
葉
遣
い
や
態
度
」

の
変
化「
体
の
傷
や
あ
ざ
」「
理
由
の
不
明
な
遅
刻
、

欠
席
」等
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
教
職
員
、
友
人
へ
の
態
度
、
生
き
物
へ
の

残
虐
な
行
為
、
着
衣
の
汚
れ
や
疲
労
感
、
遅
刻
や

欠
席
、
低
身
長
や
体
重
減
少
等
、
学
校
生
活
全
般

に
お
い
て
注
視
が
重
要
で
あ
る
。
複
数
の
教
職
員

や
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
の
チ
ー
ム
で
、
情
報
収
集
や
状
況
判
断
し
、

虐
待
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
未
然
防
止
、
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

問　
市
民
が
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児

童
・
生
徒
を
発
見
し
た
場
合
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
ど
こ
へ
連
絡
・
通
報
を
し
た
ら
よ
い
の
か
。

答　
疑
わ
れ
る
場
合
、
休
日
・
夜
間
を
問
わ
ず
、

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）あ
る

い
は
、
警
察
へ
の
通
報
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
子

育
て
の
悩
み
相
談
も
受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
１

８
９
の
周
知
・
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

 

そ
の
他 　
当
市
の
少
子
化
と
小
規
模
校
化
し
て

い
る
義
務
教
育
の
あ
り
方
、
小
児
の
眼
科
屈
折
検

査
の
現
状
等
市
民
の
健
康
を
質
し
た
。

虐
待
等
の
子
ど
も

の
命
を
守
る
に
は

政
友
ク
ラ
ブ
　
岡お
か

　
秀ひ
で
子こ

が
問
う

市
民
バ
ス

デ
マ
ン
ド
方
式
へ

市
民
ク
ラ
ブ
　
中な
か

牧ま
き

　
盛も
り

登と

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ
　
二に
じ
ょ
う條

　
孝た
か

夫お

が
問
う

稼
げ
る
農
業
農
家

を
育
成
せ
よ

全面的に見直される市民バス

稼ぐ農業には販路が大事だ。農林水産課商
工労政課「海外販路支援プロジェクト」始まる

全国共通ダイヤル１８９（いちはやく）
か、警察へ通報を

疑
わ
れ
る
場
合
、
い
つ
ど
こ
へ

連
絡
・
通
報
す
る
の
か

デ
マ
ン
ド
方
式
へ
の

移
行
を
歓
迎
す
る

農
業
等
総
合
振
興
支
援
事
業

補
助
金
の
柔
軟
な
対
応
は

　　　　　　❶デマンド方式
利用者の要求（デマンド）に応じてタクシーのように運行する新しい交通の仕組み
用語解説？
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一
般
質
問

質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
２
０
１
８
年
7
月
5
日
の
厚
労
省
厚
生
科

学
審
議
会
の
医
薬
品
制
度
部
会
で
日
本
医
師
会
副

会
長
の
中
川
氏
は
、
院
外
処
方
の
調
剤
関
連
技
術

料
や
患
者
負
担
は
、
院
内
処
方
に
比
べ
て
高
い
こ

と
を
問
題
視
し「
病
院
内
で
の
処
方
に
回
帰
す
る

議
論
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」と
提
起

し
た
。
日
本
医
師
会
総
合
政
策
研
究
機
構
が
２
０

１
５
年
に
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
は　
国
民
が
負
担

し
て
い
る
調
剤
技
術
料
は
院
内
、
院
外
を
合
わ
せ

て
2
兆
５
０
０
０
億
円
に
も
な
る
と
報
告
し
て
い

る
。
も
し
も
、
全
て
の
処
方
を
院
内
処
方
の
点
数

で
対
応
し
た
場
合
の
費
用
は
８
０
０
０
億
円
で
済

む
と
推
計
し
た
。
レ
ポ
ー
ト
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

日
本
中
の
病
院
が
そ
の
窓
口
で
薬
を
渡
す
の
で
あ

れ
ば
国
民
の
負
担
は
８
０
０
０
億
円
だ
が
、
1
兆

７
０
０
０
億
円
も
の
お
金
を
患
者
さ
ん
が
、
余
計

に
負
担
し
て
い
る
の
だ
。
国
民
も
大
町
市
民
も
払

わ
な
く
て
も
良
い
お
金
を
一
人
１
４
２
０
０
円
も

負
担
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
大
町
市
の
人
口
２
７

０
０
０
人
を
か
け
る
と
、
3
億
８
３
４
０
万
円
も

余
計
な
お
金
を
お
薬
に
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
大
町
病
院
再
生
に
は
院
内
処
方
が
検
討
さ
れ

る
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
答
弁
さ
れ
た
い
。

答　
院
外
処
方
は
、
費
用
負
担
の
問
題
を
は
じ

め
、
高
齢
者
や
体
調
の
良
く
な
い
患
者
に
対
す
る

利
便
性
か
ら
望
ま
し
く
な
い
点
も
あ
る
。
院
内
処

方
に
す
る
に
は
、
薬
剤
師
の
確
保
を
含
め
、
人
件

費
、
経
費
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
病
院
経
営
に

与
え
る
影
響
も
少
な
く
な
い
こ
と
や
、
民
間
の
調

剤
薬
局
の
運
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
関
係
す
る
国
の
審
議
会
や
診
療
報
酬
改
定

の
動
向
も
見
極
め
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

問　
移
住
・
定
住
促
進
へ
の
取
組
み
と
成
果
は

答　
庁
内
に
、
定
住
促
進
本
部
会
議
等
を
設
置
。

市
民
、
行
政
、
関
係
団
体
な
ど
が
連
携
し
、
大
町

市
定
住
促
進
協
働
会
議
を
設
置
。
こ
こ
が
中
心
と

な
り
取
組
ん
で
き
た
。
取
組
み
成
果
は
出
て
い
る
。

問　
事
業
の
検
証
と
、
今
後
へ
の
反
映
は
。

答　
転
入
者
、
転
出
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
前
回
と
比
較
す
る
こ
と
で
効
果
を
検
証
す
る
。

問　
市
内
男
性
未
婚
率
は
県
平
均
を
上
回
り
、

女
性
未
婚
率
は
下
回
っ
て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　
個
性
を
尊
重
す
る
人
権
意
識
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
家
や
家
族
の
絆
が
薄
れ
重
要

度
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
一
因
と
推
測
す
る
。

問　
社
人
研
❷
の
調
査
で
、
結
婚
の
意
思
の
あ

る
未
婚
者
の
割
合
が
非
常
に
高
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。
当
市
で
も
行
政
が
結
婚
支
援
専
門
の

部
署
を
設
け
、
危
機
感
を
も
っ
て
取
組
む
べ
き
で

は
。答　

行
政
が
結
婚
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
、
必
要
性
も
認
識
し
て
い
る
が
、
直
ち
に
専

門
部
署
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
進
学
等
で
大
町
市
を
離
れ
暮
ら
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
な
ど
が
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
地

域
、
こ
の
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
地
域
に
な
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
。
定
住

促
進
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
目
標
達
成
の
た
め
に
今
後

の
事
業
展
開
・
方
向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
目
標
達
成
に
は
、
大
町
市
を
知
っ
て
も
ら

い
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一
。
そ
の
上

で
様
々
な
問
題
の
解
決
に
よ
り
、
移
住
定
住
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
大
町
を
離
れ
た
方
も
大
町
に

戻
り
定
住
で
き
る
よ
う
全
庁
態
勢
で
取
り
組
む
。

問　
外
部
か
ら
も
人
材
を
入
れ
て
経
営
の
集
団

体
制
を
作
り
、
中
・
長
期
の
展
望
・
改
革
を
議
論

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
外
部
専
門
家
か
ら
の
意
見
は
重
要
。
外
部

か
ら
の
職
員
の
登
用
を
進
め
、
効
果
的
な
体
制
づ

く
り
を
進
め
る
。

問　
病
院
が
厳
し
い
状
況
に
至
っ
た
原
因
は
、

経
営
形
態
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
判
断
ミ
ス
さ

え
な
け
れ
ば
全
適
❸
の
方
が
安
全
だ
と
思
う
。
独

法
❹
と
全
適
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答　
地
方
公
営
企
業
法
で
は
、
病
院
は
市
の
組

織
の
一
部
で
あ
る
。
独
立
行
政
法
人
は
市
と
は
別

人
格
の
法
人
と
な
る
。
人
員
の
管
理
や
給
与
財
務

管
理
な
ど
に
多
く
の
相
違
点
が
あ
る
。
平
成
33
年

度
ま
で
に
方
向
を
決
定
す
る
。

効
果
の
あ
る
有
害
獣
駆
除
を
急
げ

問　
平
北
部
・
美
麻
・
八
坂
・
社
地
区
で
猿
・

鹿
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
、
害
獣
被
害
が
ま
す
ま
す
拡

大
し
、
耕
作
放
棄
に
至
っ
て
い
る
。
今
ま
で
の
市

の
や
り
方
で
は
被
害
は
止
ま
ら
な
い
。
山
間
地
は

山
沿
い
地
区
な
ど
が
耕
作
放
棄
に
な
れ
ば
、
そ
の

地
域
の
生
活
は
破
綻
し
、
地
域
の
存
在
そ
の
も
の

が
危
う
く
な
る
。
駆
除
に
対
す
る
考
え
方
・
駆
除

の
方
法
な
ど
、
実
態
に
合
っ
た
方
法
に
変
え
る
べ

き
。答　

被
害
を
防
ぐ
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
有
害
鳥
獣
の
効
果
的
捕
獲
方
法
な
ど
、

今
ま
で
に
な
い
新
た
な
方
策
も
検
討
し
て
い
く
。

大
町
病
院
は
市
民

の
た
め
に
あ
れ

堀ほ
り

　
堅け
ん

一い
ち

が
問
う

移
住
・
定
住
対
策

に
更
な
る
注
力
を

政
友
ク
ラ
ブ
　
降ふ
り

旗は
た

　
達た
つ

也や

が
問
う

病
院
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
体
制
を
整
え
よ

髙た
か

橋は
し

　
正た
だ
し

が
問
う

高齢化が進む今こそ、
お薬がより安くなる院内処方で

病院の安定化に向けて、しっかりした中・
長期の計画を作れ。

帰ってきたいと思えるまちに。
住み続けることのできるまちに。

言
い
に
く
い
事
だ
か
ら
こ
そ
、

し
っ
か
り
言
っ
て
お
き
た
い

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
ま
ち
・

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
！

経
営
の
人
材
を
集
め
よ
。

病
院
の
理
念
を
確
定
せ
よ

　　　　　　❷社人研
「国立社会保障・人口問題研究所」のこと。厚労省内に設置された国立
の研究機関で、人口・経済・社会保障に関する調査研究を行なっている。

用語解説？　　　　　
❸全適 「地方公営企業法全部適用」のこと
❹独法 「独立行政法人」のこと

用語解説？
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一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
よ
う
こ
そ
大
町
市
議
会
へ

問　
大
町
市
と
八
坂
村
・
美
麻
村
が
合
併
し
て

14
年
目
に
入
っ
た
。
合
併
前
の
任
意
協
議
会
で
は
、

「
15
年
後
を
目
途
に
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
統
合

を
目
指
す
」と
し
て
い
る
。
ま
た
水
道
事
業
経
営

審
議
会
は
平
成
29
年
に
市
長
へ
の
答
申
で「
水
道

料
金
の
格
差
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
」と
付
し

て
あ
る
。
現
在
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
統
合
し
た
場
合
、
簡
易
水
道
の
財
源
と
し

て
有
利
な
過
疎
債
の
借
り
入
れ
が
出
来
な
く
な
る

な
ど
、
財
政
的
に
不
利
に
な
り
、
統
合
は
適
切
で

な
い
と
考
え
る
。
料
金
格
差
は
来
年
度
中
に
審
議

す
る
組
織
を
設
け
、
経
営
審
議
会
の
審
議
と
併
せ
、

総
合
的
に
判
断
し
、
料
金
体
系
を
設
定
し
た
い
。

補
聴
器
や
風
疹
予
防
接
種
の
補
助
は

問　
加
齢
に
よ
る
聴
力
低
下
の
人
が
増
え
て
い

る
が
、
補
聴
器
は
高
額
で
低
所
得
の
高
齢
者
に
大

き
な
負
担
。
公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
提
案
し
た

い
。
ま
た
風
疹
の
抗
体
検
査
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
無

料
化
の
対
象
年
齢
外
の
人
や
子
ど
も
を
持
ち
た
い

と
願
う
女
性
へ
の
市
独
自
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答　
加
齢
に
よ
る
低
下
は
視
力
も
あ
り
、
眼
鏡

購
入
の
補
助
も
な
く
、
補
聴
器
の
補
助
も
考
え
て

な
い
。
風
疹
の
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
は
対
象
者

の
見
直
し
に
つ
き
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
要
望
し

て
お
り
市
単
独
助
成
は
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

大
町
公
民
館
分
室
の
ト
イ
レ
改
修
を

問　
多
く
の
利
用
者
が
あ
る
分
室
こ
そ
ト
イ
レ

の
早
期
改
修
を
求
め
た
い
。

答　
２
０
２
０
年
度
に
実
施
す
る
予
定
。

問　
公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
課
題
は
何
か
。

答　
施
設
の
管
理
運
営
は
指
定
管
理
者
が
行
う

自
己
評
価
と
施
設
所
管
課
が
評
価
を
行
う
。
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
箇
所
増
加
や
労
働
力
不
足

に
と
も
な
う
運
営
の
コ
ス
ト
増
加
、
施
設
本
来
の

あ
り
方
や
今
後
の
方
向
性
な
ど
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
目
標
を
定
め
、
設
置
者
で
あ
る
市
と
指
定

管
理
者
と
が
手
を
携
え
、
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。
施
設
運
営
に
お
け
る
課
題
の
改
善
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
。

問　
指
定
管
理
施
設
で
あ
る
上
原
の
湯
を
例
に

伺
う
。
平
成
30
年
4
月
か
ら
利
用
料
金
と
利
用
時

間
が
変
更
に
な
っ
た
。
利
用
状
況
を
め
ぐ
る
調
査

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
指
定
管
理
者
が
、
独
自
に
利
用
者
の
確
認

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
今
後
、
施
設
運
営
に

反
映
さ
せ
た
い
。

問　
上
原
の
湯
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
開
館

時
間
の
延
長
を
希
望
す
る
声
も
あ
る
が
変
更
の
可

能
性
は
あ
る
の
か
。

答　
変
更
は
指
定
管
理
者
と
協
議
の
上
、
市
長

が
認
め
れ
ば
で
き
る
。

問　
指
定
管
理
者
は
2
期
目
に
入
っ
て
い
る
が
、

1
期
目
は
赤
字
が
続
い
て
い
た
。
2
期
目
は
指
定

管
理
料
が
1
期
の
2
倍
で
、
し
か
も
1
時
間
の
短

縮
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
30
年
度
の
上
四
半
期

で
は
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
専
門
の
方
と
指
定
管

理
料
の
積
算
根
拠
を
適
切
に
し
て
健
全
な
経
営
と

な
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
指
定
管
理
料
は
5
年
間
の
実
績
で
加
味
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

問　
人
口
減
少
の
な
か
で
、
大
町
市
の
生
き
残

り
の
た
め
に
は
、
医
療
体
制
の
充
実
や
、
身
の
丈

に
合
っ
た
公
共
施
設
と
す
る
こ
と
が
必
要
。
大
町

病
院
が
地
域
に
果
た
す
役
割
は
。

答　
若
年
層
の
定
住
促
進
や
、
訪
問
診
療
・
介

護
な
ど
を
通
じ
て
安
心
し
て
療
養
生
活
が
送
れ
る

医
療
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
だ
。

問　
病
院
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
直
接
的
に
は

市
民
の
安
心
や
雇
用
な
ど
の
経
済
価
値
、
間
接
的

に
は
企
業
誘
致
や
定
住
施
策
な
ど
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
病
院
の
ト
ラ
ブ
ル
が
大
町
に
と
っ
て
大
き

な
打
撃
や
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
持
続

可
能
な
体
制
を
考
慮
し
た
も
の
か
。

答　
今
回
の
計
画
は
、
大
町
病
院
の
経
営
を
維

持
す
る
た
め
の
改
善
を
第
一
に
考
え
た
も
の
だ
。

問　
平
成
30
年
度
の
決
算
予
想
で
は
、
純
損
失

が
8
億
円
を
超
え
、
累
積
欠
損
金
で
は
、
28
億
円

に
も
な
る
。
こ
れ
は
ど
う
解
釈
す
る
の
か
。

答　
退
職
給
与
引
当
金
の
６
・
８
憶
円
を
一
括

で
処
理
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

現
金
を
伴
わ
な
い
損
失
で
あ
る
。
今
年
度
の
医
業

収
益
は
2
億
円
以
上
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。

問　
連
合
長
野
が
昨
年
秋
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
大
町
市
民
が「
大
町
病
院
を
利
用

す
る
」と
し
て
い
る
の
は
約
半
分
だ
。
病
院
に
対

す
る
批
判
も
多
い
。
市
長
は
ど
う
思
う
か
。

答　
す
べ
て
読
ん
だ
が
、
厳
し
い
意
見
も
あ
っ

た
。
回
収
率
は
約
3
分
の
2
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
結
果
は
、
大
町
病
院
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
応

援
だ
と
受
け
止
め
た
。
病
院
の
生
き
の
長
い
取
り

組
み
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

病
院
の
健
全
経
営

は
市
経
済
の
要
だ

市
民
ク
ラ
ブ
　
大お
お

厩ま
や

　
富と
み

義よ
し

が
問
う

水
道
料
金
の
統
一

を
早
く
実
施
し
て

日
本
共
産
党
　
松ま
つ

島し
ま

　
吉き
ち

子こ

が
問
う

公
共
施
設
の

あ
り
方
の
検
討
を

虹
と
緑
の
会
　
栗く
り
ば
や
し林

　
学ま
な
ぶ

が
問
う

命の源である水は自治体が守るべき。八
坂簡易水道・小菅のポンプ小屋

大町が生き残るために健全化計画の実行
が不可避の大町病院

公共施設　上原の湯

大
町
市
民
は
地
域
の
医
療
施
設

と
し
て
存
続
を
願
っ
て
い
る

合
併
後
の
水
道
料
金
の

格
差
を
早
く
な
く
し
て

公
共
施
設
は
利
用
し
易
い
よ
う

管
理
監
督
さ
れ
て
い
る
の
か
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一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

　２月27日（水）大町北小の6年生
70名が市役所を訪れ一般質問の様
子を見学しました。
　印象に残ったこと、市や議会にお
願いしたいことなど、感想の一部を
紹介します。
　熱心に聴いてくれてありがとう！

〇どんなことが印象に残りましたか？

・質問する議員と答える人のやり取り。
質問が途切れず、答えもすぐにしていたのが印象的。

・とても熱心に婚活の話をしていた。
・移住・定住に力を入れてくれていると感じた。
・議長を中心に話し合いがスムーズに行われていた。
・議会が静かで集中していてすごい。

〇市や議会にお願いしたいことはありますか？

・机やいすを新しくして。机が割
れてトゲがある。

・トイレなど学校をきれいに。
・お店を増やして。
・大町のスポーツを盛んに、イベ
ントを増やして。

・祭りなどの行事をさかんに。
・教室にクーラーを早くつけて。
・もっとよりよい大町を作ってく
ださい！

・サイクリングコースを作って。

〇その他に感想は？

・少し難しい話でしたが興味がわきました。
・自分の意見をきちんと言うことは大切だと思った。
・市民のためにしっかり話し合いをしていてくれてうれしかった。
・言葉が難しかったけど、真剣に話していてすごい。
・迫力があっていい体験でした。

問　
大
町
の
水
、
米
、
酒
の
海
外
販
路
拡
大
事

業
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
出
張
し
た
が
、
そ
の
目

的
と
成
果
は
あ
っ
た
の
か
。

答　
海
外
市
場
の
日
本
食
ブ
ー
ム
で
大
町
市
の

農
産
物
や
加
工
品
の
海
外
販
売
に
大
き
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
海
外
に

お
け
る
市
場
調
査
や
輸
出
の
可
能
性
調
査
を
目
的

に
実
施
し
た
。
現
地
で
は
日
本
食
ブ
ー
ム
で
日
本

産
品
の
人
気
は
高
い
。
す
で
に
大
町
市
の
水
も
販

売
さ
れ
、
輸
出
の
手
続
き
の
難
し
さ
は
あ
る
が
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
大
い
に
あ
る
と
判
断
す
る
。

日
本
食
の
見
本
市
へ
の
参
加
も
検
討
し
た
い
。

問　
販
売
は
信
濃
大
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

で
あ
る
べ
き
だ
が
方
法
は
あ
る
の
か
。

答　
人
気
度
の
高
い
、
黒
部
雪
の
大
谷
や
北
ア

ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
を
販
売
戦
略
に
利
用
し
た

い
。問　

商
工
労
政
課
、
農
林
水
産
課
だ
け
で
な
く

観
光
課
の
参
加
も
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し
、
少
な
い

経
費
で
最
大
の
効
果
を
目
指
し
て
連
携
を
強
化
す

る
。問　

31
年
度
の
取
り
組
み
と
予
算
は
。

答　
海
外
販
路
開
拓
を
希
望
す
る
市
内
事
業
者

と
と
も
に
、
先
進
地
視
察
な
ど
の
調
査
研
究
を
進

め
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
招
へ
い
な
ど
で
市
が
地
元

業
者
と
輸
出
事
業
者
の
橋
渡
し
を
し
、
具
体
的
な

取
引
開
始
に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
若
手
稲
作
農

家
と
の
意
見
交
換
会
や
、
米
の
輸
出
説
明
会
に
参

加
し
意
欲
的
な
事
業
者
と
の
協
力
体
制
を
構
築
し

た
い
。 海

外
販
路
拡
大
事

業
の
展
開
は

神じ
ん

社じ
ゃ

　
正ま
さ

幸ゆ
き

が
問
う

問　
新
年
度
よ
り
始
ま
る
電
子
母
子
手
帳
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答　
電
子
母
子
手
帳
の
導
入
に
よ
り
、
子
ど
も

の
予
防
接
種
日
が
近
づ
く
と
保
護
者
の
ス
マ
ホ
な

ど
に
通
知
が
送
ら
れ
る
。
ま
た
子
ど
も
の
発
育
状

況
が
自
動
的
に
グ
ラ
フ
化
さ
れ
た
り
、
子
育
て
日

記
な
ど
も
記
録
で
き
る
。
そ
の
他
、
子
育
て
情
報

な
ど
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
配
信
さ
れ
る
。

問　
大
町
市
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
操
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
な
ど
、
様
々
な
活
動

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
利

用
す
る
た
め
の
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
で
き
な
い
か
。

答　
市
で
は
様
々
な
子
育
て
支
援
を
行
な
っ
て

い
る
が
、
よ
り
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
た
め
に

は
民
間
団
体
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
ク
ー
ポ

ン
券
な
ど
の
活
用
も
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。

市
の
文
化
資
源「
空
き
家
」の
活
用
を

問　
一
昨
年
の
芸
術
祭
で
は
多
く
の
ア
ー
ト
作

品
が
古
い
伝
統
家
屋
を
利
用
し
た
。
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
と
っ
て
空
き
家
の
活
用
は
決
定
的
に

必
要
だ
。
モ
デ
ル
と
な
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
れ
ば
若
者
の
目
を
引
く
。
来
年
の
芸
術
祭
で

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
建
築
家
の
採
用
も
検
討
で

き
な
い
か
。

答　
伝
統
家
屋
を
地
域
資
源
と
捉
え
芸
術
祭
に

お
い
て
活
用
す
る
こ
と
は
景
観
形
成
や
魅
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
。
北
川
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
情

報
共
有
し
積
極
的
に
取
り
組
む
。
建
築
家
の
採
用

に
つ
い
て
も
、
前
回
同
様
、
可
能
性
は
あ
る
。

「
人
を
育
む
」
の

原
点
は
子
育
て

公
明
党
　
太お
お
田た

　
昭し
ょ
う
じ司
が
問
う

北アルプスの湧水が育んだ、水・米・酒・
農産加工品の海外販売で、経済の活性化を

ぜひ、民間の子育て支援の講座や
サービスに使えるクーポンの発行を

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
張
で
、
海
外
販
路

拡
大
事
業
の
成
果
と
展
望
は

家
庭
の
子
育
て
の
充
実
こ
そ
が

大
町
の
未
来
を
決
め
る

難しい言葉でのやり取りに真剣に耳を傾けてくれました

ようこそ

大町市議会へ北小６年生熱心に見学
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次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論

総
務
産
業
委
員
会

議
案
第
20
号

平
成
31
年
度
大
町
市
一
般
会
計
予
算

ま
ち
づ
く
り
交
流
課

問　
次
回
の
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸

術
祭
に
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
登
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が

役
割
は
。

答　
一
目
で
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸

術
祭
だ
と
わ
か
る
デ
ザ
イ
ン
の
制
作

を
依
頼
す
る
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
を
中
心
に
選
定
中
。

商
工
労
政
課

問　
創
業
支
援
事
業
の
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
・
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
。

答　
大
町
市
創
業
支
援
協
議
会
が

開
設
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

に
お
い
て
、
塩
尻
市
振
興
公
社
と
連

携
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
、
時
間
や

場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
労
働
環
境
を

整
備
す
る
取
り
組
み
。

観
光
課

問　
大
町
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
委

員
会
負
担
金
の
内
容
は
。

答　
テ
レ
ビ
で
の
番
組
放
映
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
車
内
情
報
誌
へ
の
掲
載
、

首
都
圏
な
ど
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

新
た
に
取
り
組
む
ウ
ェ
ブ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
❶
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
❷
の
招
へ
い
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
❸

等
の
情
報
発
信
、
駅
前
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
、
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
な
ど
で
あ
る
。

農
林
水
産
課

問　
地
域
特
産
品
加
工
事
業
の
補

助
地
区
に
つ
い
て
。

答　
ワ
イ
ン
、
シ
ー
ド
ル
❹
醸
造

施
設
に
対
す
る
補
助
で
、
ワ
イ
ン
に

つ
い
て
は
、
平
地
区
、
シ
ー
ド
ル
に

つ
い
て
は
、
常
盤
地
区
の
2
施
設
を

予
定
し
て
い
る
。

八
坂
支
所

問　
移
動
購
買
車
の
購
入
補
助
に

つ
い
て
現
状
と
課
題
は
。

答　
使
用
し
て
い
た
車
両
の
故
障

議
案
第
20
号

平
成
31
年
度
大
町
市
一
般
会
計
予
算

生
涯
学
習
課

問　
２
回
目
と
な
る
美
術
展
ベ
ス

ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な

計
画
か
。

答　
大
町
市
民
の
持
つ
芸
術
性
を

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

来
年
５
月
頃
の
開
催
予
定
で
あ
る
。

準
備
経
費
と
し
て
31
年
度
は
約
50
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。

福
祉
課

問　
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
ヘ
ル
パ
ー
が
行
う

こ
と
が
で
き
た
の
は
買
い
物
や
掃
除

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
実

際
に
障
が
い
者
が
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
細

か
な
日
常
生
活
の
支
援
も
必
要
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
見
守
り
の
支
援
を

月
何
回
か
の
頻
度
で
行
っ
て
い
く
も

の
。

議
案
第
21
号

平
成
31
年
度
大
町
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

問　
国
民
健
康
保
険
広
域
化
に
よ

り
、
今
後
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
を

建
設
課

問　
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア

事
業
の
内
容
な
ど
。

答　
4
月
25
日
か
ら
53
日
間
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
県
松
本
平
広
域
公

園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
市
内
に

お
い
て
も
、
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み

の
公
園
大
町
・
松
川
地
区
を
サ
ブ
会

場
と
し
て
、
ま
た
、
信
濃
大
町
駅
前

か
ら
中
心
市
街
地
周
辺
、
ラ
・
カ
ス

タ
及
び
大
町
温
泉
郷
の
３
箇
所
を
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
整
備
を
進
め

る
。

に
伴
う
新
規
車
両
購
入
に
係
る
も
の

で
あ
る
。
移
動
購
買
車
が
な
け
れ
ば

生
活
必
需
品
を
調
達
で
き
な
い
高
齢

者
も
多
い
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
ベ
ー
ス

と
し
た
車
両
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
従
前
は
、
集
落
単
位
へ
の
巡
回

で
あ
っ
た
が
、
戸
別
訪
問
も
可
能
と

な
り
、
高
齢
者
の
見
守
り
も
含
め
て

対
応
が
可
能
と
な
る
。

美
麻
支
所

問　
地
域
振
興
支
援
員
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
。

答　
八
坂
地
区
同
様
、
地
域
課
題

の
発
掘
、
地
域
づ
く
り
会
議
の
業
務

を
担
っ
て
い
る
。
各
戸
訪
問
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
集
約

中
で
あ
る
。
ま
た
、
学
社
連
携
事
業

と
し
て
、
花
豆
の
特
産
化
、
生
産
拡

大
も
進
め
て
い
る
。

消
防
防
災
課

問　
常
盤
清
水
積
載
車
車
庫
改
築

の
建
設
用
地
及
び
構
造
は
。

答　
用
地
に
つ
い
て
は
、
消
防
団

か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
現
在
、
建
設

さ
れ
て
い
る
清
水
公
民
館
隣
接
地
と

な
る
。
構
造
に
つ
い
て
は
常
盤
西
山

地
区
と
同
様
、
倉
庫
製
造
メ
ー
カ
ー

の
既
製
品
を
設
置
予
定
。

心
配
し
て
い
る
。
税
率
の
算
定
方
式

を
見
直
す
こ
と
な
ど
考
え
て
い
る
か
。

答　
国
保
税
率
の
維
持
に
つ
い
て

は
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
の
税
率

維
持
に
は
限
界
が
あ
る
。
当
市
で
採

用
す
る
算
定
方
式
は
、
均
等
割
、
所

得
割
、
平
等
割
、
資
産
割
を
合
計
し

て
算
出
す
る
４
方
式
と
い
う
も
の
。

広
域
化
に
よ
り
県
で
は
、
資
産
割
を

除
く
、
均
等
割
、
所
得
割
、
平
等
割

の
３
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
大

町
市
も
３
方
式
へ
の
移
行
も
視
野
に

入
れ
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

議
案
第
13
号

平
成
30
年
度
大
町
市
一
般
会
計
補
正

予
算福

祉
課

問　
平
成
30
年
度
の
生
活
保
護
扶

助
費
の
う
ち
医
療
扶
助
を
補
正
で
４

０
０
０
万
円
減
額
し
た
要
因
は
。

答　
医
療
扶
助
は
治
療
内
容
に
よ

り
増
減
に
大
き
く
影
響
す
る
。
昨
年

度
ま
で
は
心
疾
患
や
が
ん
の
治
療
が

多
か
っ
た
が
、
30
年
度
は
大
き
な
支

出
の
見
込
み
が
な
い
た
め
減
額
し
た
。

社
会
文
教
委
員
会

議
案
第
30
号

大
町
総
合
病
院
経
営
健
全
化
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

問　
ど
こ
ま
で
収
支
が
改
善
す
れ

ば
健
全
な
経
営
だ
と
考
え
る
の
か
。

答　
資
金
不
足
を
ど
う
や
っ
て
解

消
す
る
の
か
が
計
画
の
主
眼
で
あ
り
、

資
金
不
足
比
率
が
あ
れ
ば
、
い
く
ら

毎
年
黒
字
を
出
し
て
も
経
営
は
健
全

化
し
て
は
い
な
い
と
い
う
判
断
と
な

る
。

議
案
第
28
号

大
町
市
病
院
事
業
会
計
予
算

問　
も
し
も
新
年
度
で
給
与
削
減

を
実
施
し
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な

影
響
が
出
る
か
。

答　
も
し
も
給
与
削
減
を
実
施
し

な
け
れ
ば
、
ま
た
赤
字
に
な
る
可
能

性
が
出
る
。
そ
し
て
一
時
借
入
金
の

返
済
が
で
き
な
く
な
り
、
資
金
不
足

比
率
も
改
善
で
き
な
く
な
る
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
国
も
認
め
て
く
れ
な

い
。
こ
の
こ
と
は
労
働
組
合
と
も
十

分
協
議
し
承
諾
を
得
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
給
与
削
減
を
早
期
に
解
消
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

議員が
質
た だ

した
３月定例会

委員会報告

　３月議会は「予算議
会」とも呼ばれ、次年
度の各会計予算審査を
中心に行います。
　次年度の予算と事業
について各常任委員会
で審議した内容を要約
してお知らせします。

花で彩られた駅前広場公園（昨年の様子）

コワーキングスペース（北アルプスentrance）
交流スペースとしての活用が進むか

　　　　　
❶ウェブプロモーション　Webコンテンツをつかい行う宣伝広報活動
❷インフルエンサー　人々の消費行動に大きな影響を与える人物のこと
❸ＳＮＳ　ソーシャル・ネットワーク・サービスの略。社会的な繋がりを提供するサービス
❹シードル　リンゴの発泡酒

用語解説？
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反対（原案反対　修正案賛成）

反対（原案反対　修正案賛成）

反対（原案反対　修正案賛成）

反対（原案反対　委員長報告賛成）

賛成

賛成（原案賛成　修正案反対）

賛成（原案賛成　修正案反対）

賛成（原案賛成　修正案反対）

賛成（原案賛成　委員長報告反対）

反対

議案第20号
平成31年度大町市一般会計予算

議案第28号
平成31年度大町市病院事業会計予算

議案第30号
市立大町総合病院経営健全化計画の
策定について

陳情第４号
国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情

議案第４号
大町市及び池田町における北アルプス連携自立圏形成に係る
連携協約の一部を変更する協約の締結について

3月定例会最終日の討論の内容を
要約してお伝えします。
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成な
のか、議員個人の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同
を求めるために行われます。採決の結果は、次ページの審
議結果をご覧ください。

　病院への繰入金を8000万円増やせという修正案は認められな
い。しかもこの8000万円は市民に丸々負担を求めることだ。当
然ながら、市民理解を得られるものではない。　　　　　 　（堀）
……………………………………………………………………………
　大町病院の経営は、健全化計画に基づき進めるべき。基金を崩
してまで対応する根拠はない。病院と市の財政健全化を考えれば
修正案は無責任な対応。修正案には反対。　　　　　　 　（大厩）
……………………………………………………………………………
　第１回の北アルプス国際芸術祭では、来場者はのべ43万人、市
内消費総額も４億7000万円という成果を得た。第２回の芸術祭
も地域活性化のアプローチとして大いに期待し賛成する。 （太田）
……………………………………………………………………………
　人口減少や福祉の充実など山積する課題の解決にはスピード感
と目に見える成果が必要。人材育成と足元の経済立て直しを両輪
とし、市長はじめ全職員の更なる奮起を期待する。　　 　（小林）
……………………………………………………………………………
　生活保護制度は生活保護法令、生活保護実施要項に従って実施
され、国の生活保護基準によって運営されている。そこに次年度
予算の中での市の裁量はできない。　　　　　　　　　　 （二條）

　ハッキリ言って議論にも値しません。四半
期ごとに病院から報告を受けるわけだから、
良い決算となるように議会として協力してい
くことこそが大切であろうと考える。　（堀）
……………………………………………………
　「経営健全化計画」に基づく初めての予算で、
計画の実行が大前提である。全病院職員の協
力のもと、収益確保とコスト削減を進め、抜
本的な改革により、収支改善を図り、経営の
健全化と早期の給与削減の解消を望む。（岡）

　大町病院の健全化計画は、労働組合との協議を経て提案
となったものであり、修正の必要性はない。健全化計画の
確実な実行を期待する。　　　　　　　　　　　　（大厩）
…………………………………………………………………
　収支の改善が見込めるときには給与削減をしない事もで
きるとしているが、収支の改善とは何か。何一つ数字の記
載されていない修正案など認めるわけにはいかない。 （堀）
…………………………………………………………………
　職員給与削減は、大町病院労使交渉で双方が折れあって
交渉をまとめ、ギリギリのところで妥結したもの。労使が
交渉した妥結内容を、外部の者が修正する権限はない。

（中牧）
…………………………………………………………………
　人件費削減は労使合意であり、重く受け止めるべき。求
められているのは今進められている健全化計画を確実に
進めることで、元に戻すような提起はすべきではない。議
会として何ができるか提案し行動すべき。　　　　（神社）
…………………………………………………………………
　今まで職員を守るためにやったことが、病院を窮地に追
い込んだ。「職員を救うこと」と「病院再生」は同義ではない。

「病院を改革・再生させること」が職員を救うことになる。
（髙橋）

　消費税は所得の低い人ほど負担が重く、家
計や地域経済への影響も計り知れない。軽減
税率は複雑で混乱を招く。消費税10％への
増税は反対、国に意見書を上げるべき。（松島）
……………………………………………………
　消費税増税によって景気が悪化し、貧困層
に負担が多くなる。政府が本当に必要な部分
にその税金を使っているのわからない。今回
の増税だけでは根本的な問題解決にならない

（栗林）

　総務省の自治体戦略2040構想に連なるもの
で、市町村・都道府県を「圏域行政」にシフトさ
せ、全国10か所の道州制制定が目的。地方自
治制度の原点をくつがえすもので、人口減少時
代の今、地方自治の発展こそ必要。　 　（大和）

　第２回国際芸術の予算
に反対する。作家が確定
せず、第１回を参考に実
行委員会が１億７千万円
の作品制作費を積算計上
したもの。あてがいぶち
で北川フラム氏に作品制
作費を預けるもので、認
められない。　　 （大和）
……………………………
　生活保護費削減は市長
の政治責任が問われる問
題で、予算削減は承認で
きない。新年度の芸術祭
予算は市民の理解が得ら
れていない。市民生活中
心の予算に振り替えるべ
きだ。　　　　　 （平林）

　この大町病院健全化計画は３年間に及ぶ病院職
員の給与削減が前提となっている計画書であり、
反対する。経営の健全化が図られたら元に戻すと
するが、その具体的判断指標が明確ではなく、固
定化される懸念がある。　　　　　　　　（栗林）
…………………………………………………………
　病院職員の賃金カット８千万円を含む本予算に反
対する。医師・看護師等の流出を招くだけだ。最高
責任者の市長が何も責任を取らない中、百害あって
一利なしの賃金カットは直ちに中止すべきだ。（大和）

　大町病院健全化計画は職
員給料の削減に３年耐える
ような計画となり、職員の
具体的目標が見えて来ない。

（栗林）
………………………………
　大町病院経営検討委員で
ある牛越病院開設者のガバ
ナンスについて言及がない。
経営破綻を招いた経営方針
を決定してきており、最も
重い責任がある。外部専門
家による検証と結果の公表
をすべきだ。　　　（大和）
………………………………
　市民の声は、経営責任の
ない一般職の給与・賞与削
減は経営健全化につながら
ない。むしろ勤労意欲をな
くし、退職する職員が出る
懸念があるとの指摘がある。

（平林）

　共産党は、消費税も上げるべきでないとの主張
だが、一体どこからお金を持ってくるのか。税や社
会保障が財政全体の中で十分に機能して国民生活
が改善されていくことを強く望む。（堀）
…………………………………………………………
　消費税の増税は社会保障税につながり、すべて
の国民が消費活動により薄く負担を求める税制度
で、増税の中止を求めることは将来の我が国を破
綻させることから、委員長報告に賛成とする。

（佐藤）

　人口減少社会の中で行財政の効率化が求
められる。若者交流、移住交流、成年後見
支援、消費生活相談など市町村が住民サー
ビス向上のための広域連携は非常に重要で
ある。　　　　　　　　　　　　　（二條）

討論
沸騰!!

次
ペ
ー
ジ
は
、
審
議
結
果
と
写
真
紹
介

一般会計から病院事業会計への繰り出し金や
芸術祭関連予算について議論となった。

病院職員の給与削減等について
議論となった。

大町病院の早期経営健全化向けた取り組み
を定めた健全化計画策定にあたり、その内
容について審議した。

議案５号・６号・
７号も同様
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あ
と
が
き

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
１
７
３
号

を
も
っ
て
、
議
会
だ
よ
り
編
集

員
会
の
任
期
を
終
了
し
ま
す
。

「
市
民
か
ら
手
に
取
っ
て
み
て
も

ら
え
る
議
会
だ
よ
り
」を
め
ざ

し
て
、
先
進
事
例
の
研
修
を
糧

に
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
今

日
の
議
会
だ
よ
り
に
至
り
ま
し

た
。
新
編
集
委
員
に
、
今
後
の

進
化
を
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
写
真
の
提
供
や
ご
意

見
等
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

（
大
和
）

次回 ６月定例会 は
　６月４日 開会予定です

本会議の
生中継

傍聴をご希望の方は議会棟２階
事務局までお越しください

写真
紹介

提出案件の審議結果
平成31年２月臨時会および３月定例会
◇賛否が分かれた案件 出された議案・陳情に対しての「賛成は〇」「反対は●」で表示

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 虹と緑の会 市民クラブ 政友クラブ 公 無 無 無
結　
果

松
島　
吉
子
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議案第4号 大町市及び池田町における北アルプス連携自立圏形成に係る連
携協約の一部を変更する協約の締結の協議について 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第5号 大町市及び松川村における北アルプス連携自立圏形成に係る連
携協約の一部を変更する協約の締結の協議について 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第6号 大町市及び白馬村における北アルプス連携自立圏形成に係る連
携協約の一部を変更する協約の締結の協議について 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第7号 大町市及び小谷村における北アルプス連携自立圏形成に係る連
携協約の一部を変更する協約の締結の協議について 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第20号 平成31年度大町市一般会計予算に対する修正案 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 否決
平成31年度大町市一般会計予算 ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

　31年度一般会計予算の一部に修正を求める議案が提出され、討論を経て採決の結果原案可決となった

議案第28号 平成31年度大町市病院事業会計予算に対する修正案 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ●議
長
● ● ● ● ● ● 否決

平成31年度大町市病院事業会計予算 ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
　31年度大町市病院会計予算の一部に修正を求める議案が提出され、討論を経て採決の結果原案可決となった

議案第30号 市立大町総合病院経営健全化計画の策定についてに対する修正案 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ●議
長
● ● ● ● ● ● 否決

市立大町総合病院経営健全化計画の策定について ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
　市立大町総合病院経営健全化計画の一部に修正を求める議案が提出され、討論を経て採決の結果原案可決となった

陳情第4号 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ●
議
長

● ● ● ● ● ● 不採択
陳情第5号 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択
陳情第6号 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

◇全会一致で可決・承認・同意・採択された案件
議案番号等 議案名等 結果
議案第1号 工事請負契約の締結について 原案可決
議案第2号 工事請負契約の締結について 原案可決
議案第3号 工事請負契約の締結について 原案可決
報告第1号 専決処分の報告について　専第２号　平成30年度大町市一般会計補正予算（第9号） 承認
議案第8号 市道路線の廃止及び認定について 原案可決
議案第9号 大町市税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第10号 大町市鷹狩山展望施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第11号 大町市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第12号 大町市水道事業及び大町市公営簡易水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第13号 平成30年度大町市一般会計補正予算（第10号） 原案可決
議案第14号 平成30年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第15号 平成30年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第16号 平成30年度大町市水道事業会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第17号 平成30年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第18号 平成30年度大町市公共下水道事業会計補正予算(第3号） 原案可決
議案第19号 平成30年度大町市病院事業会計補正予算（第3号） 原案可決
議案第21号 平成31年度大町市国民健康保険特別会計予算 原案可決
議案第22号 平成31年度大町市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第23号 平成31年度大町市公営簡易水道事業特別会計予算 原案可決
議案第24号 平成31年度大町市水道事業会計予算 原案可決
議案第25号 平成31年度大町市温泉引湯事業会計予算 原案可決
議案第26号 平成31年度大町市公共下水道事業会計予算 原案可決
議案第27号 平成31年度大町市農業集落排水事業会計予算 原案可決
議案第29号 公平委員会委員の選任について 同意
議案第31号 大町市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
陳情第1号 国土交通省告示第15号の履行に関する陳情 採択
陳情第2号 耐震診断・耐震改修に関する陳情 採択
陳情第3号 最低制限価格の設定に関する陳情 不採択

次
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インターネットと市ケーブ
ルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いた
だけます。

　市議会だよりは市民のみなさまに身近な広報紙を目指し平成29年11月1日
（167号）より紙面をリニューアルしました。リニューアルに合わせ公募を始めた
表紙写真のうち、掲載できなかったものをご紹介します。
　今後もみなさまからの写真提供をお待ちしています。写真をお寄せいただいた
みなさまありがとうございました。

大町市議会 議会中継

北小6年生　傍聴に来てくれました

コハクチョウの渡り大町ダムからの冬景色

唐花見湿原　ミヤマウメモドキ 八坂大滝の氷柱
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 栞
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な

さん

南小学校６年　吉
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さん
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議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみんなのひろばです。
今回は、市内小学校の新6年生にインタビューしました。

❶　自然が多く登山やスキーができ
るところです。

❷　レントゲン技師になることです。
❸　バレーボールと柔道です。

❶　よいところは、初夏の北アルプ
スです。

❷　将来の夢は、後世功績を残せる
ような科学者です。

❸　がんばっている
ことは、児童
会活動です。

❶　あいさつをしたらみんな返して
くれるところ。

❷　人助けができる
仕事がしたい。

❸　図書委員長とし
てたくさん本を
読むこと。

❶　自然豊かで、いろいろな
季節の顔が楽しめる。

❷　料理人もしくは
医者になりたい。

❸　剣道の練習とピ
アノです。

❶　緑がいっぱいあって、空気が
おいしい。

❷　山村留学センターの指導員。
❸　八坂の灰焼き
　　おやきを全
　　国に知っ
　　てもらう。

❶　自然が多くあり、遊びも
自然の中でできる。

❷　スポーツ選手に
なりたい。

❸　山留センター
でやる太鼓の
レベルアップ。

各小学校の
Vol.5

今年はいよいよ6年生。

それぞれの目標をもって

頑張っている様子が伝

わってきて、とても頼も

しいですね。

❶ 大町市のよいと
ころは？

❷ 将来の夢はなん
ですか？

❸ 今がんばってい
ることは？

新小６年生に聞く


